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ちがうはふつう

これはある難病の女の子のお話です。

女の子は進行性の病気で入院していて、

頭や身体のあちこちに器具がとりつけられていました。

大きな手術が必要でうまくいかなければ命を落とすこともあるそうです。

お母さんはそんな彼女を見ると悲しくて仕方ありません。

「どうしてうちの娘がこんな姿に・・・」

女の子は大好きなお母さんを元気づけたくて

お見舞いに来るお母さんをいつも笑顔で迎えていました。

女の子は童話を読むのが大好きで、自分でもよくお話をつくっていました。

そして、お母さんのために「強い子」というお話をつくりました。

それは彼女が生まれる前のお話しです。

「ねえ、ママ。そうやって神様にお願いして私は生まれてきたんだよ。」

お母さんは、涙を流しながらも笑顔で女の子を抱きしめました。

「


